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博物館の展示に関する一考察
一 種類別博物館の フィール ドワー クを通 じて一
中 畑 充 弘*
は じめに 一 本稿の 目的 と執筆動機一
博物館 評価 の項 目は、博物館 を構成 するモ
ノ ・ヒ ト ・バの全て にわたる ものだが、 と り
わけ、博物館 の対社会 的活動、 すなわち、展
示 ・教育 を中心 とした評価が重要であ ろう。ω
博物館 の評価 には大別 して、① 計画 的、科学
的 、分析 的な評価 ② 感情的 ・情緒 的評価 が
あ る。① に関 して は、わ が 国で は体 系 的 な
「評 価」の理論 とシステムの構 築 は不十分で 、
組織 的 ・系統 的に実施 され てい ない現状 があ
り、② に関 して は所 謂、`世間的'な 評 価 と
も呼 び うるが、これ もまた トー タル評価 とし
て鋭 い ものが あ り`来 館者至上主義'や`鑑
賞者本位'も 否 めない経営 志向か らい って も
無視 で きない評価指標 の1つ であ る。(2)①
に関 して は、博物館 自身の研 究精査 ・技術 開
発 も含 め、欧米先進博物館 の ように専任の リ
サーチ ャー(researcher)やエバ リュエー ター
(evaluator)の配備 を含 めた展 示評価 が重要で
あ り、② に関 して は、事実 に立脚 し、実際的
問題 か ら帰納的 に吸 い上 げ、プ ラグマテ ィ ッ
ク(実 用 的 ・実践的)に 改革 ない し改良 をす
す める(3)上で は現場 にお ける観察 ・精査 と
いったフ ィール ドワークない し参与観察 とい
う武器が有用 となろ う。展示の評価 につ いて
は、一般 に来館 者の反応 を調査す るこ とを通
して実施 されてお り、i.来 館 者の観察調査、
ii.アンケー ト調査 が あ り、後者 は、面 接 ア
ンケー トと非拘束 自由記入式 とがあ る。(4)
「博物 館 にお ける フ ィール ドワー クを基 に
展示方法 を考える」とはしたものの、筆者は
単に利用者 ・鑑賞者 ・来館者の立場 というだ
けで執筆に至ったのではないことを予め付言
してお く必要があろう。筆者は本学博士後期
課程において指導教官:大 胡修 教授(社 会
調査法 ・フ ィール ドワー ク論)に 師事 し、
フ ィール ドワー クの 実践 法、エス ノグラ
フィーの記述法について指導を受けた。なお、
大胡教授 は国立民族学博物館(大 学共同利用
機関の1つ であ り博物館を保有す る研 究所、
以下 「民博」と略記)に8年 間(1975-1983
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ト(学芸員 ・職員等)の 存立意義が重要性 を
















る基礎的な理論 ・方法 ・技術 ・知識に関 して
博物館実習を通 じて履修 した経験を踏 まえな









技術 ・知識 を駆使 した上で、科学的ないし客
観的に抽出した測定 ・分析 ・解釈 ・判定 を精
査せねばなるま.い。そうした分析装置や論的
手続 きを踏襲 しつつ施策や実施を行い、また









































法を中心 とした学習(教 育)で あり、この博
物館特有の視聴覚ないし視覚的教育とは 「感













した りする(モ ノの姿形 を様々な角度か ら凝
視、刮目し手で重 さを感 じる)こ とで初めて
体得できるものがあるのだと筆者は博物館実
習を通 じてつ くづ く痛感 したものであった。
「本物(実 物)を 見せ、あるいは触れさせ





に還元 しなが ら 「視る」 ことで、見る人の積
極的な活動 となる。展示には、この 「視 る」
ことを促す誘い込みが欠かせない し、学習者
が自らの知識に応 じて検討して 「わかる」こ

























る`余地'を 残 してお くことが大切であると
考える。`問いかけ'を 含め鑑賞者 との 「知」









































`学び'な い し教育には 「学校教育」にはな
い。教科上、「算数」 と 「図工」 ない し 「数
学」 と 「美術」に区分ない し分断されている
のとは違って、博物館の`モ ノ'学習は`横
断的'で あり畢寛、既述してきたように 「理






















とめ③)や 、最先端の映像 ・動画技術 を凌駕




照明 ・背景色 ・キャプション ・映像 ・展示に
注目することは重要となるので、これらにつ
いても以下で触れていきたい。
図1種 類別博物館数 ・博物館類 似施設数(表1-1,表1-2,図1-1,図1-2)
表1-1種 類別博物館数(単位 施設)








博物館 動物園 植物園 動植物園 水族館
平成17年度 1,196156 108 405 423 13 32 12 9 38
(構成比%) 100%
.
13.0% 9.0% 33.9%35.4% 1.1% 2.7% 1.0% 0.8% 3.2%
表1-2種 類別博物館類似施設数(単 位 施設)













366 2,795 667 93 63 121 16 38
(構成比%) 100% 5.9% 8.3% 63.2%15.1% 2.1% 1.4% 2.7% 0.4% 0.9%
〈注〉 「総合博物館」とは人文科学及び自然科学に関する資料を,「科学博物館」 とは主として自然科学に
関する資料を,「歴史博物館」 とは主として歴史及び民俗 に関する資料を,「美術博物館」とは主 として美術









出 典:文 部 科 学 省 ホ ー ム ペ ー ジ(Home>総 合 案 内 〉各 種 統 計 情 報 〉社 会 教 育 調 査 〉平 成17年 度 社 会 教 育 調
査 中 間 報 告 〉 調査 結 果 の 概 要)
http:〃wwwmext.go.jp/b_menu/toukei/001/0041h17m/002.htmよりほ ぼ全 抜 粋 した もの を筆 者 が 部 分 的 に 編 集
表2種 類別博物館数 ・博物館類似施設入館者数(表2-1,表2-2)
表2-1博 物館の入館者数 (平成16年度間)









博物館 動物園 植物園 動植物園 水族館
博物館数
1
(登録十相当施設) 1,159 149 104 396 406 13 32 12 9 38
入館者総数(千人)117,47010,05612,64216,99933,2562,68718,1972,1824,30017,151
(構成比%) 100% 9% 11% 14% .28% 2% 15% 2% 4% 15%
うち特別展(千人) 40,5073,471 4,0296,01617,077535 1,108 191 18 8,062
登録博物館数 831 125 65 288 334 8 1 1 一 9
入館者総数(千人) 55,1416,8258,77911,67624,8441,081 712 9 一 1,215
(構成比%) 100% 12% 16% 21% 45% 2% 1% 0% 0% 2%
うち特別展(千人) 24,1232,1942,5404,82013,721464 14 1 一 369
博物館相当施設数 328 24、 39 108 72 5 31 11 9 29
入館者総数(千人) 62329 3,2313,8635,3238,4121,60617,4852,1734,30015,936
(構成比%) 100% 5% 6% 9% 13% 3% 28% 3% 7% 26%
うち特別展(千人) 16,3841,277 1,4891,1963,356 71 1,094 190 18 7,693
(注)「博 物 館 数 」 は,平 成16年 度 間未 開 館 及 び 平 成17年 度 新 設 の博 物 館(37館)を 除 く。
出 典:文 部 科 学 省 ホ ー ムペ ー ジ(Home>総合 案 内 〉各 種 統 計 情 報 〉社 会 教 育 調 査 〉平 成17年 度 社 会教 育 調査 中
間報 告 〉統 計 表 一 覧>5博 物 館>37博物 館 の 入 館 者 数)
http://wwwmext.go.jp/b_menu/toukei/001/004/h17m/005/037.xls
表2-2博 物館類似施設の入館者数 (平成16年度間)


































































統一感があ り、壁 ・床面の暗 くシックな色合
いと、背景 もしくは壁紙(白色 もしくはクリー
ム色)と のコン トラス トが見事であ り、より
展示品が浮き立つ演出がなされている。レイ
アウ トは(敷 地面積の制約上)簡 潔かつ明瞭













品 ・段階別半製品 ・完成品)の 陳列だけでな
く、製法や加飾の工程段階を写真添付するこ
とによ り詳細 に解説 してあった(「先染糸」
の段階別の色の濃淡が把握 し易い)。また原材
料別多用途(ex.木:割物 ・挽物 ・檀榔 ・い





入 りの しゃくり」)等や実物資料(石 抱拷具・
礫柱 ・獄門首台木 ・火罪木等)を 満載 し、視
覚的アピールが強 く鑑賞者を瞠目 ・圧倒 させ



































醸 しだ し格調高い。記録案内 ・記事 ・設計















































中や海底に生息する動植物(ア シ ・アサ ・マ
ガキ ・トビハゼ等)や 、地中に生息するアナ














地方博物館が保持す る 「郷土」や 「風土」
について考えさせることを念頭 とし、それら





















<見 学館:地 下鉄博 物館/国 立 科学博 理工










下鉄車両(東 西 ・丸の内 ・銀座 ・日比谷 ・有







線:池 袋行)が あ りボランテ ィアの人が案内
指示を しながら操作方法 を解説 してくれる。
また映写機3台 を駆使 した 「電車運転シミュ
レー ター:僕 も君 も運転士」(小学生以上)














B2では音 ・光 ・力 ・運動 ・電気 ・磁気等
の現象を体感 ・実験す ることがで きる。例え
ば 「人間電池」 は金属板 に両手を置 くと人間
自身が電池(人 間の体重 のお よそ2/3が水分
で、その中 にイ オンが溶 けて いる=「電解質」)
になって い るこ どを知 った り、「手 回 し発電
機」で は磁石 の傍 で金属 を動かす と動 か した
瞬間 だけ金属 に電流 が流れた りす るこ とを学
ぶ こ とが で きる。そ の他 「強 力磁石」 「ベ ン
ハ ムの円盤」 「サ ウ ン ドループ」 「トムソ ンリ
ング」 「アー ク放 電」 「作 用 反作 用」 「光の 三
原色」 「ジ ャイ ロホイ ール」等 、モ ノの道 理
が教育 ボラ ンテ ィアの指導の もと実験 ・体験
で きる。B3の 実験 ・体感 コーナ ーで は1mo
l(分子 原子6.023×1023))の量 を水 ・炭 素 ・
アル ミ ・銅 ・タングステンとの比較 に よって
重 さを実感 させ た り、1秒 が どの くらい の長
さの時 間か を自身の`脈 拍'と 比 して感 覚 さ
せ た り、 とい った趣向 には愕然 とさせ られ る。
1kgはどれ くらい重 いか4つ の錘 を選択 し1
kg近似 を推 量 させ るコーナー もある。また諸
単位(cd,A,s,)を 実体験 ・体感 す る展示 、
例 えば1cd(カ ンデ ラ)≒1燭(ロ ウ ソクの
炎)と 比較 して視て 明 る さを感覚 させ 、1A
(アンペ ア)はどの くらいの電流 か を実感 させ
るため(1Ω の抵 抗が繋 い であ る)発 電 機の
ノブを廻 して1Vを 発電 させ る ことが如 何 に
大変、負 荷が要 るか を体感 させ 、(人為 の 口
頭説 明 な しで も)解 釈 が よ り直裁 的で あ る。
他 にもlm(子 午線 の1/1000万)を、カーソ
ルを動かす ことで感 覚的に覚 えさせ、その僅
差 を電光表示 した り、1K(ケ ルビ ン)と1℃
(セ氏)の 関係 を解説 してい る。
総 じて両博物館 を比較す る と、地下鉄博物
館 は特 に幼児 ・小 中学生 を対象 と して体感 ・
実感 させ るこ とに重 きをお き、操作 ・試行 を
通 じてア ミューズ メン ト性やエ ンターテ イメ
ン ト的要素に力点 を置 くの に対 し、国立科 学
博物館:理 工 部門は 中学 ・高校生以上 の大人
も無柳す る ことな く楽 しむこ とが で き、我 々
の身近 では常 時様 々 な物理現象 が起 こ ってい
るこ とを自覚 ・意識 させ知的好奇心 を促 進 ・
触発 させ る趣向が読み取 れる。平 た く言 うと、
一28一
地下鉄博物館は疑似体験 ・模擬運転 という普




4.自 然系博物 館の展示 につ いて(事 例4)
〈見学館:国 立科学博物館/自 然史部 門
見学 日:2005年6/12・7/3・11/13>
新館(B3F～3F)を 入る とリーフ レッ ト
が10種類 に彩 られ用 意 されてい る。とい うの
も余 りに広 大 な階層(計6フ ロア)で あるが
ゆ え、時 間節 約型(60分 も しくは90分 ハ イ
ラ イ トコース等)も しくは目的別(理工系 コー
ス ・自然 との共生 を考 える コース等)用 に作
成 されて い るの であ る。入場 した1Fは 『地
球の多様 な生 き物 だち』 と題 し多様生物 たち
の系統や`種'が 環境適応 、共生 している姿
を演 出 してい る。特 に「系統広場」(円状 スペ ー
ス)で は古細菌界 ・真正細菌界 ・菌界 ・植物
界 ・動物界の標本 もしくは剥 製が同心 円状 に
配列展示 され広場の 中央(円 の内側)か ら鑑
賞す ることがで きる。広場 中央に は 「原生動
物 界」(ネ オモ ナー ダ類 ・アーケ ゾア類)は
動画 映像で、その他 アメーバ類 は等倍大 の レ
プ リカで展示 してある。節足 動物 類 はガラス
ケース(30～200虫/1ケ ース)ご とに標本
されてい る。各 「界」 は設 置 されてい る タッ
チパ ネル式のモ ニ ターで詳 説 を見 るこ とが で
き標 本 ケース ・分類 ・和 名(50音 順)・学名
(アル フ ァベ ッ ト順)で 検 索 で きる。 な るほ
ど微 生物 の場 合(B1・B2Fの 恐竜展 とは違
い)当 然 なことなが ら倍率 を上 げた展示(ex.
繊毛 虫 門 スチ ロニ キア ×4,000)が必要で
ある ことを認識 させ られ る。3Fの 「た んけん
広場 』はスペー ス全体が レプ リカの木 々に覆
われ様 々な鳥類や昆虫の ボ タンを押 す とその
鳴 き声が フロア内 に響 き渡 る仕掛 け になって
いる。 また数種の コケ(ウ メ ノキ ゴケ ・タマ




















示があ りタッチパネルで発見年 ・発見者 ・由















を投影 したモニ ターは天体 カタログUSNO-
B1.0,SAOJ2000のデータを基に描かれ、利
用者に望遠鏡操作よって標準を捉えさせ可視










5.水 族 館の展示 につい て(事 例5)
<見 学館:葛 西臨海水族館
見学 日:2005年6/11・11/20>
エス カ レー ター を降 りる と既 に館 内(2F)
でサ メ(ア カ シュモ クザ メ等)の 水槽 が出迎
えて くれ る。 当 フロアには 『レクチ ャールー
ム』(筆者 が訪 れた時は 「もっ と楽 しい水族 園」
が約10分 間上 映)と 『情 報資料 室」があ り、
そ こには情報 カウ ンター ・展示生物情報 検索
シス テム ・ビデ オライブラ リーがあ りカウン
ターの受付 の方 に リクエ ス トして各 椅子 に要
望 した ビデオ を個別 に放映 して貰 え る。 さら
に フロア を下 ると1Fメ イ ンフロアで巨大円
筒状(正 確 に は8角 形)の 水槽 があ り中 には
カツオ ・スマ ・キハ ダ ・クロマ グロが水槽上
部か らの照明 によ り光沢 を帯 び、魚類の銀肌
への反射効果 を狙 って いる。この大 水槽 は後
の順路 で反対 側(裏 側)か ら再度見 ることに
なる。 さ らに 『世 界 の海」(太平洋 ・イ ン ド
洋 ・大 西洋 ・カ リブ海 ・深 海 ・北極 ・南極海)
で地 域別 の水槽 が壁面 一杯 に並 列 してい る。
水槽 は厚 い アク リルガ ラス(16～26㎜)で
覆わ れ水 圧や大地震 に も耐 え うる との説明放
送が ある。紙面 の都合上全 ては記述 し得 ない
が、 とりわけ太平洋:セ レベス海の ヒカ リキ
ンメ ダイ(光 っているのは実は眼で な く眼の
下の発 光器 に住 む微生物 が光る)や 紅海:ソ
八 一ルサ ージ ャンフィッシ ュ(尾 びれ付 け根
にワ ンポ イ ン トの オ レ ンジの威 嚇 の為 の鋭
棘)や大西洋:北 ア メリカ東 部の グー スフ ィッ
シュ(釣 りをす る魚)、深海:ト リノアシ(ウ





















促 進 させている。『キ ッズ ・アクアリウム』
では幼児用に 「うみのニンジャ学校」(タコ・
カレイ等の体色変化を絵本や開閉扉式水槽で





る。ここでは濁った水(植 物 プランク トン)
をアサ リに吸いこませ水を浄化 させる過程が
わかる水槽や 「周辺環境調査」の実績が示し
てある。「潮 だまり」 と 「磯」の水槽では携
帯電話 をもっていると2次元バーコー ド(Q






















宝 檜図屏風 伝狩野永徳筆 東京国立博物
館蔵)や 当館所蔵の`日 本の染織'の 模様よ
り制作 したオ リジナル商品である 「グリー
ティングカー ド」(手摺復刻浮世絵版画 ・赤
地花菜文様更紗 ・白麻地 草木御所車柴垣模
様 帷子 ・茶地枝垂桜飛鳥模様 厚板唐織








いネクタイ ・油 とり紙入 りミラー ・両面 ミ
ラー ・宝石袋 ・二折札入 ・コイン入れ ・革嚢
札入 ・ポーチ ・カー ド人付革嚢名刺入れ ・ボ
ス トンバッグ ・ハ ンドバッグ ・テーブルセ ン
ター ・小襟紗 ご蓋付懐紙入 ・数寄屋袋として
販売 されている。その他 「色紙」 も当館所蔵
の(山 水図 久隅守景筆 江戸時代 ・松林図
屏風 長谷川等伯筆 桃山時代 ・四季花鳥図
































ン化 したもので名刺入れ ・楊枝入れ ・小物入
れとして愛用できる。
畢寛、展示品を`お 土産品'と して持ち帰















物 自体 はその1部 に過 ぎな く、所謂、`まる
ごと博物館'で あ り国指定史跡である。公園















































築されたもので武家風の`書 院造'で あ り入
室禁止 だが、家屋の外 から土間 ・居間 ・戸
棚 ・薪置が覗ける。軒は壁面の外側に出桁 を
設ける`せ がい造 り'になっている。家屋す
ぐ隣には 「お祭 り広場」(傾斜斜面 を人為的
に削ってテラス状の平坦面をつくりそこに巨
大な竪穴が掘 り込まれた遺構)が あ り、 さら
にこの近辺(公 園の東端部)に は坂月川が流










この組み立て とはあ くまで`研 究ベース'で
あ り、`調査研究'の ウエイ トが低減ない し
欠落 してはならな く、`地域まるごと'の発















ような巨大モニ ター(ナ シ ョナル機器)で
『ピックバ ンから現在まで』を宇宙の年齢 ・




いる。観覧席は数箇所 しかないが リピー ト的




















場感を、6機のモニ ターでマ ングローブ林 ・






















覧 し、東京または現代都市の新 しい姿 を探 る、
という奇抜な発想である。原風景が枯渇し無
機質的なイメージをもつ都市の`顔'な いし
`表情'を ハイセ ンスに捉 え、もしくは従容
としたモダン性を掲げながら美術的 ・絵画的













































始 めていた。十人十色の感想全 てに賛 同 し




























状 を解説 された。また④ は撮影技法上、 ト
リックが施 してあ り、鑑賞者に当画のカラク
リについて問うて考えさせてから詳説をされ






















話 してい くことが重要だと感 じた。「解説」
はあ くまで補説、余談的に用いて、観賞者が
目で見 ・視 ・観る営みをサポー トすると同時
に、共に`知性'で な く`感性'を 養 うよう
な演出が大切であると痛感 した。ガイ ドは作
者の思考に近づけるような想像 ・創造力を働











画段階、間取 り ・設計 に関与 し1998年の開







ミュージアム ・バ ッヂを委託 ・外注 ・`丸投
げ'せ ず 白飴 で作成するなどの内製化、②
"セレクションファイル"を小出しにして長期







伴 うかを痛感 させられた。年4回 発行のり一
フレッ ト、博物館だよ り 「ぽいす」の発行、
夏休みには「わくわ くミュージアム」(子供向)
の企画等さまざまなプログラムが組まれ、博
物館は建物 ・施設 といったハー ド的な側面だ
けではなく、企画立案 ・プログラム等のソフ
ト面、能動的な知的教育 ない し啓蒙 ・普及活





































貝殻剥 ぎ取 り標本は内壁を利用 して保存 され
ている。室内部が2層式になっているのは床
面積 ・建坪率や建物検査を勘案考慮 している
もので、あ くまで備品購入 した"棚"利 用 と
して後設置 した床面(パ ンチングメタル製=
穴開き鋼板)は 、他館にもみられる巧妙で合
法的な設計 ・施工である。総 じて安全性 ・衛





















なコス トや財政的資金力と絡み合 う問題 とな
ろうが、解説員やボランテ ィアから来館者へ
の呼びかけ、話 しかけや誘(い ざな)い 、と
いった`き っかけ'を 提供することは、ひい
ては来館者が否応なく解説に`引き込まれる'
こ とになる。来館 者に とって元 々興味が な
かった展示対象であって も、実際に肉声で解
説 された内容 は強 く心象に残っているし、ま
してや来館当事者にとって関心のある展示に
いたっては自身の知識をより掘 り下げ深化す






ケーションのや りとりが鮮明な記憶 とな りリ





































験型博物館 に殊に感化 された経験 から述べる。
体験型博物館の企画 ・イベン トは実験 ・操作 ・
試行 を通 じてアミューズメント性 やエンター
テイメン ト的要素に力点 を置き、我々の身近
では常時様 々な物理現象が起 こっていること







子 ・細胞 ・微生物等)ま たは巨視的(ex.恐














触れてお り、今後の博物館に期待 される項 目
として博物館関係の概説書等 にも少なくなく
述べ られているので、ここでは深 く立ち入ら
ないが、`モノ'と`映 像 ・音声'と の同時
併用 ない し複合的効果が重厚 ・重層的な印象
を与えるのであって、映像だけの展示は臨場















































実 している。画像 ・動画映像 もそこに掲載 さ
れている展示物(モ ノ)を クリックすれば、
わざわざ博物館に足を運ばなくても … と




を図るのであればハー ド的側面(館 蔵品 ・資
料 ・建物施設 ・機械設備等)よ りもソフト的


































触発 ・感化されたり、開眼 した り、あるいは
発明 ・研究といった人類の営為に、これまで






`見て くれ'偏 重のハー ド優先投資など、幾
多の問題が山積 している。教育機関としての
博物館の、これら意義から考えると膨大な予
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日本最北の旭川市 旭山動物園 正門入場口 旭山動物園全景 「行動展示」で有名に!
診 ぶ4
爽 二
360.水中 トンネルのペンギンは飛行 しているかのよう ホ ッキ ョクグマの飛び込 みや泳 ぎを水 中か ら…
「マ リンウェイ」(上下の水槽を結ぶ円筒状の トンネル)ユ キ ヒョウが寝 ているの を真下 から眺め られ る
を縦 に泳 ぐゴマフアザラ シ。360。か ら観察可能(下 が空間になっているところで寝る性質を利用 した)
(写真 中畑 充弘2006年9月6日撮影)
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